
「令和５年を迎え、本日（１０日）、第2学期を再開しました。

新たな年へのお・も・い！は・・・。」

本日は令和５年初の登校日。

朝には、冬休み明け児童集会を開きました。

校長は朝から会議に出かけていたため、教頭が

職員を代表して児童に新年の挨拶をいたしまし

た。右の写真がその様子です。

また、本日の給食ですが、メニューは、『菜飯、

厚焼き卵、紅白なます、餅入りすまし汁』でし

た。給食もお正月（新年）を感じさせるメニュ

ーとなっていました。教職員一同、令和５年も心を引き締め、保護者や地域の皆様の

お力添えをいただきながら、長橋小学校をさらに素晴らしい学校にしたいと考えてお

ります。

さて、年号は令和４年から令和５年に変わり、新たな年を迎えたわけですが、学校

は３月までが令和４年度であり、3月が締めくくりの月、４月が始まりの月となりま

す。そう考えると、児童のみなさんは、もう一度新たな年を迎えることになりますね。

そんな令和4年度も残すところわずか３か月。６年生の児童においては、卒業式（令

和５年３月１４日）までの登校日数は約４０日。本当に早いものです。

私は、どちらかと言えば、新たな年の始まりは、４月からの令和５年度という認識

の方が強いです。私たち教職員は、４月から３月までの年度内（一年間）を精一杯務

め上げることが大切だと考えます。今の私たちは、以下のことを願っています。

繰り返しになりますが、令和５年という新たな年を迎え、教職員一同、昨年以上に

心を引き締め、児童にとって通うのが楽しい学校、安全で安心して過ごせる学校、そ

して、保護者や地域の方々から信頼される学校を目指したいと考えています。本年も

よろしくお願い申し上げます。

【 No ５】

続 校長のつぶやき
福井市長橋小学校

Ｒ５．１．１０

児童一人一人が

〇学校が楽しかった、お勉強や生活面でも充実した一年だったと感じてくれて進級
（進学）していくこと

〇安心して学校生活が送れたと感じ、次の学年もがんばりたいと感じて進級（進学）
していくこと


